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【地域内フィーダー系統】

〇川西町デマンド型乗合事業
・運行事業者：川西観光タクシー（有）、

（有）大京タクシー、（有）みどりタクシー
・系統数：１系統（運行エリア：町内全域）
・運賃：５００円（片道）
・運行日：毎日 ・運行便：１日９便
・運行方法：事前予約に応じ、自宅等から目的地まで運行

・合併状況：昭和３０年２月に川西町吉島村が合併 ・人口：１４，２４４人(令和４年３月末時点)

・面 積：１６６.６平方キロメートル ・高齢化率：３９．３５％（令和４年３月末時点)

・協議会開催数：交通会議２回（令和３年１０月～令和４年９月）

・町報及び町ＨＰにデマンド型乗合交通の利用促進に係る記事を掲載。 （川西町）
・デマンド型乗合交通利用者を対象にアンケート調査を実施。（川西町）
・運行データを分析し、利用者ニーズに合ったサービス（広域運行等）について検討する。（川
西町・事業者）

【実施状況等】

・年間延べ利用者数については、新型コロナウイルス感染症拡大による外出控えや、人口減少及び利用回数
の多い利用者の高齢化により目標値に達しなかったと思われる。
・町から見た運行経費における利用者との負担割合は、当日予約開始に伴う委託料の増加や、年間延べ利用
者数が低迷していることから目標達成に至らなかった。
・利用者から満足しているとアンケートで回答のあった割合も目標値には至っておらず、町外延伸や当日予約
の開始といった、より利便性の高い運用を求める声が多く寄せられた。

【目標】
・年間延べ利用者数 ９，０００人
・町から見た運行経費における利用者との負担割合(会計年度：４～３月)   ５０．０％
・利用者から満足しているとアンケートで回答があった割合 ８０．０％

【効果】
・住民の移動自由度の拡大、高齢者等の交通弱者の救済や閉じこもり解消による心の健康
保持等のほか、移動による地域活性化を図る。

以前運行していた町営バスは利用者等の減少等により採算が厳しく大きな財政負担と
なっていた。一方、住民からのニーズ調査より戸口から戸口までの運行サービスが求めら
れていたため、デマンド型乗合交通を導入した。
超高齢化社会を迎え、車を運転しない高齢者の増加が見込まれ、高齢者ドライバーによ
る重大事故が社会問題となる中で、安全安心な交通手段の確保が大きな課題である。
今後も、安全安心な町民の足を確保するため、デマンド型乗合交通の運行を継続すると
ともに、利用状況の検証や町民の意見をもとに利便性向上に向けた検証を行っていく。

【実績】
・年間延べ利用者数 ７，３０１人(達成率８１．１％)

・町から見た運行経費における利用者との負担割合（令和３年度） ７１．８％(達成率５６．４％)

・利用者から満足しているとアンケートで回答があった割合（令和３年度） ７９．５％（達成率９９．４％）
〔内訳〕B：2件、 C：1件

【達成状況（結果）】
・年間延べ利用者数 7,134人(達成率79.3％) ・町から見た運行経費における利用者との負担割合(令和2年度) 63.6％(達
成率78.6％) ・利用者から満足しているとアンケートで回答があった割合 86.0％（達成率107.5％）
【評価】
・利用実績の把握及び定期的な事業周知を行い、年間延べ利用者数の増加を図る。
・周知方法について検討する。

・アンケート調査を継続して実施する。アンケート調査対象者を利用者に限らず、利用していない住民も対象とし、潜在的ニーズを
調査する。具体的なニーズを把握するため、アンケート内容を精査する。

・アンケート結果をもとに、より利便性の高い事業となるよう検討を行う。

・年間延べ利用者数について、目標値を8,500人に改め運行を実施する。
・利用者の外出機会創出に向けた事業周知を行い、利用者数の増加を目指す。
・アンケート調査を継続し、当日予約を開始したことによる満足度を図る。
・アンケート調査により潜在的なニーズを調査する。



山形県（川西町）地域公共交通活性化協議会
川西町デマンド型乗合事業 区域図面



山形県（川西町）地域公共交通活性化協議会
川西町デマンド型乗合事業 運行時刻表


